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燕市の状況 人口 約8万人（減少傾向）

◆手帳所持者総数 4,453人 [平成31年4月1日現在]
[身体障がい] 3,269人（減少傾向）
[知的障がい] 636人（微増傾向）
[精神障がい] 548人（増加傾向）
[自立支援医療（精神通院）] 1,240人（増加傾向）

◆障害者雇用率 2.31 [平成31年6月1日現在]
（※全国2.11 新潟県2.12）

◆就労系障がい福祉サービス事業所数 [平成31年度]
・移行移行支援 4カ所
・就労継続支援Ａ型 ２カ所
・就労継続支援Ｂ型 ８カ所

◆作業工賃（月平均） [平成30年度]
・就労継続支援Ａ型 71,556円＞県平均70,520円
・就労継続支援Ｂ型 14,826円＜県平均15,189円

福 祉農 業



燕市の将来像から

【３つの人口増戦略】

１ 定住人口増

２ 活動人口増

３ 交流・応援（燕）人口

【将来像】
人と自然と産業が調和しながら進化する燕市
～「日本一輝いているまち」を目指して～

農業×福祉



事業化の背景

＜農業側の課題＞
◆繁忙期における人手不足の恒常化と農業事業者の高齢化の方策として、
水稲農業だけではない園芸農業等の推奨とともに、異分野人材の活用の
検討が必要。

＜福祉側の課題＞
◆障がいのある人の就労の確保と工賃向上のための施策展開が必要。
◆障がいのある人ひとりひとりの障がい特性を生かせる施策展開が必要。

◎農業側と福祉側両者の課題を解決できるきっかけづくりの検討



◆新潟県の農作業受託サポーター配置事業はあるが、県央地域に農業事業
者側のサポーターがいない。

◆福祉事業所は、農業事業者との面識が薄く、作業内容も詳しくは分から
ず、なかなか手を出しにくい。

◆福祉事業所は、利用者の特性を生かした場の提供や工賃向上は図りた
い。ただし、現在行っている作業との調整を図る必要がある。

◆農業事業者、福祉事業者両者のニーズが実際にどの程度あるのかが現状
では不明瞭。

農政課、社会福祉課、企画財政課で
農福連携を取り巻く現状の考察（事業開始時点）



施設外就労 ＋ 体験

①まずは無理のない形で
②まずはお互いを知る

1

施設外就労農業体験事業



施設外就労農業体験事業

2

農業事業者

障がい者
（障がい者 数名 ＋ 福祉事業所職員 1名程度が

支援者として付添）

福祉事業所
燕市 ①事前マッチング

※市が調整

③障がい者の派遣

⑦委託料支払

④
作
業

⑤
助
言
・

指
導

◆施設外就労農業体験
事業委託料

【1】体験講師謝金相当
（農業技術に係る助言指導）
⇒農業事業者へ2,000円/時間

【2】作業工賃相当
（事業所の農作業委託費）
⇒障がい者へ1人あたり
803円/時間(R1年度）

⑧作業工賃支払

チーム

②体験事業委託

【1】

【2】

⑥委託料支払

農業事業者が
福祉事業所と契約

燕市が
農業事業者と契約



清 水 フ ァ ー ム
×

夢 工 場 つ ば め
あ い こ う え ん 翼



清水ファーム

粗飼料の完全自給化を目指す

■事業所名：清水ファーム

■住所：源八新田

■従業員数：２．５人

■生産概要：繁殖牛（現在34頭） 年間出荷数 15～16頭

■生産者としてのこだわり



夢工場つばめ 【住所 横田】

【受託】
●部品組み立て・箱折り・袋入れ
・シール貼り・S字フックのキャップ付
・施設外清掃や除草など

【自主生産】
●パン販売（予約、イベント販売）
種類：食パン1斤260円、丸パン7個入り
250円、ぶどうパン１斤360円、ぶどう丸
パン7個入り310円など
地域のイベントでは、いもあんぱんやチーズパンなども販売



あいこうえん翼 【住所 白山町３】

【受託作業】
●ゴム製品のバリ取り・古紙回収
・高齢者施設の消毒、清掃（施設外就労）
・100均商品組立て、袋詰め



清水ファーム×夢工場つばめ、あいこうえん翼

【農作業体験① 繁殖牛飼料（牧草）の上げ下ろし】



清水ファーム×夢工場つばめ、あいこうえん翼

【農作業体験② 繁殖牛飼料（牧草）の上げ下ろし】



遠 藤 施 設 園 芸
×
す き っ ぷ



遠藤施設園芸

■事業所名：遠藤施設園芸
■住所：井土巻

■従業員数：正職員３名、パート２名

■生産の概要：水耕栽培 【生産面積 ハウス1棟】
主な作物（出荷時期）
チンゲン菜（10～2月末）、小松菜（10～5月）

■生産者としてのこだわり

・農業を絶やさない活動をしていきたい。
・積極的に新しいことにチャレンジしていきたい。



すきっぷ 【住所 吉田法花堂】

【受託作業】
●洋食器（台紙入れ、袋入れ）、ステンレス
容器（蓋掛け、ラベル貼り）、シール貼り

【施設外作業】
●清掃業務、企業外作業（調理器具のラベル
貼りや梱包などの軽作業が中心）、古紙回
収作業

【自主生産】
●ハンドメイド雑貨の制作販売
動物ボンボン（各種動物）、組み紐ストラップ、コースター、
ヘアピン、サシェ（生ラベンダー）



遠藤施設園芸×すきっぷ

【農作業体験① 水耕作業 】



遠藤施設園芸×すきっぷ

【農作業体験② 水耕作業 】



遠 藤 農 園
×
ふ れ あ い の 家



遠藤農園

■事業所名：遠藤農園
■住所：佐渡

■主な作物（出荷時期）【生産面積】
・ブロッコリー（5月初旬～7月上旬）【4反】
・ピーマン （6月中旬～9月中） 【1反】
・長ネギ （10月下旬～1月中） 【1反】
・里芋 （年末） 【1反】
・トマト （5～8月中旬） 【1反】※ハウス栽培
・春菊 （10～2月中 ） 【1反】※ハウス栽培

■生産者としてのこだわり

・低農薬



ふれあいの家 【住所 吉田東町】

【受託作業】
●箱折り・製品のセット・袋入れ
・シール貼り・金属のネジ付け
・小型家電のリサイクルなど

【自主生産】
●昔ながらの手作り味噌【たべて味噌】
１パック（750ｇ）650円

※減塩味噌もあります



遠藤農園 × ふれあいの家

【農作業体験① 長ネギ皮むき】



遠藤農園 × ふれあいの家

【農作業体験② 里芋のばらし】



まとめ

【成果】
◆市内８福祉事業所が体験終了

⇒①自主的・継続的連携（直接契約等）

⇒②広がりのある農福連携（加工品試作）

【今後の課題】

◆農業事業者 『多数の農業事業者は農福連携未
体験』 × 福祉事業所 『作業依頼に限りがある』

◆スムーズな作業依頼



施設外就労農業体験事業実施結果

実施期間 農業事業者 福祉事業所
作業者
（延べ）

作業者
（実）

主な作業内容

H
３
０
年
度

8/28～9/13
計6日間

本町そ菜出荷組合
（4農業事業者）

燕市社会福祉協議会
就労支援センター（Ｂ型）

12人 4人 きゅうりの箱折、
きゅうりの下葉処理ねむの木工房（Ｂ型） 6人 2人

9/26～28
計3日間 （有）ツバメファーム

燕市社会福祉協議会
就労支援センター（Ａ型）

9人 3人
集卵、選別、鶏舎掃
除

10/9～19
計9日間

小杉農園 あったかハート（Ａ型） 12人 3人 柿・梨の収穫・選別、
梨のドライフルーツ
づくり

ワークセンターやすらぎ（Ｂ
型）

15人 3人

計18日 計3者 計4事業所 計54人 計15人 ―

R
１
年
度

8/6～9/12
計3日間

清水ファーム

夢工場つばめ 6人 3人
繁殖牛飼料（牧
草）の上げ下ろしあいこうえん翼 8人 4人

12/16～12/23
計3日間

遠藤施設園芸 すきっぷ 9人 3人 水耕作業

12/18～12/23
計3日間

遠藤農園 ふれあいの家 12人 6人

長ネギ皮むき、里
芋のばらし、袋と
じ

計9日 計3者 計4事業所 計35人 16人 ― 3


